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関西元気な地域づくり発表会 【中心市街地の活性化】①               平成１７年１２月１６日（金） 

 

   “ 煌
きらめ

めく風 堺”大小路
おおしょうじ

界隈の創造的活性化に向けて 

                                大小路
おおしょうじ

界隈『夢』倶楽部 代表幹事 高木 光三
こうぞう

 

 

 １．地域づくり方針・目的 

 大小路界隈『夢』倶楽部は、平成１４年６月に設立し、大小路界隈で事業営む事業者と住民で構成する会員１４

８名が、運営している「まちづくり市民団体」です。 

 地域づくりの方針は、由来ある大小路界隈の歴史的・文化的資産を継承し、街並みや風土を守り育て、新しい付

加価値を生み出すことによる経済振興やこのまちを愛する人々による地域振興、暮らしの質とまちの魅力を増す文

化振興を核とした‘まちづくり’です。 

 ２．取り組み内容 

  ○進取と挑戦のまち大小路界隈  （経済活動の活性化） 

    「南蛮 ガラクタ市」の開催 ／ 「夢浪漫本舗」de ショップの開店（平成17 年12 月下旬） 

  ○優れた街並みのまち大小路界隈  （街並みの保全） 

    「大小路筋 イルミネーション」の点灯 ／ 「大小路筋 フラワーロード事業」の実施／ 

    「大小路シンボルロードの景観形成（案）」の説明 ／ 「堺旧港周辺の整備計画（案）」の提案 

  ○文化を育むまち大小路界隈  （文化の育成） 

    「夢庵」サロン＆ギャラリーの開設 ／ 「開口神社（海会寺）金龍井戸」の復活／ 

    「地域幼稚園内での米づくり」の実施 

  ○知を集め、知を伝え、知を受け止める大小路界隈  （情報の受発信） 

    「夢創庫」瓦版の発行 ／ 「夢創庵」de サロンの開設（平成17 年12 月下旬） 

 ３．苦労点と達成度等 

 苦労点： 設立以来、多様な取り組みを①活動会員の不足・限定化②活動資金の不足等に悩みながらも、会員の献 

     身的奉仕活動により実施していること。 

 達成度： どの取り組みも、概ね良好な成果を上げており「南蛮ガラクタ市」や「イルミネーションの点灯」は、 

     広く市民に知られて、継続行事として認知されている。 

 ４．効果・反響等 

（経済活動の活性化） 

 ・ 「ガラクタ市」は、毎月の定期開催が定着して、周辺地域の賑わいが少しずつ目に見えて来た。 

 ・ 「夢浪漫本舗」の開店は、‘堺地域の一品’を展示・販売する場として、山之口商店街の空店舗対策と活性 

  化の為のテストケースとなると期待されている。 

（街並みの保全） 

 ・ 「大小路筋 イルミネーション」は、年末年始の風物詩として、多くの市民に親しまれている。 

 ・ 「大小路筋フラワーロード事業」は、大小路筋の景観を形成する事業として、期待されている。 

 ・ 「堺旧港周辺の整備」は、その実現が‘堺の中心’復活・活性化の起爆剤になると注目されている。 

（文化の育成） 

 ・ 「夢庵」は、広く市民の文化・芸術を育む地域コミュニティーの場としての役割を果たしている。 

 ・ 「米づくり」は、子供達へ伝統文化の伝承と環境保全に寄与できて、関係者に喜ばれている。 

（情報の受発信） 

 ・ 「夢創庫」瓦版は、機関広報誌として最重要ですが、その成果が充分に発揮されていない。 

 ・ 「夢創庵」の開設は、地域コミュニケーション活動の場として、市民が注目し、期待されている。 

 ５．今後の課題等 

 設立以来、ただひたすら‘大小路界隈の活性化’に向けて多種多様な活動を行ってきましたが、今後も、たゆま

なく継続して活動を進め、‘市民がつくるまちづくり’をするには、 

 まず、活動拠点である事務局の充実をより図り 

①活動会員の確保         会員・協力者の拡大、活動意識の確認 

②活動内容の精査         事業・行事等の企画と達成目標 

③活動資金の確保         収益事業の起業・賛同者の支援拡大と助成 

④情報発信の確立         機関誌の定期発行・ホームページ等の充実 

等を明確にして、地権者・地域住民・市民の方々の合意を得ていくことが課題になっています。 
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‘煌めく風 堺’大小路界隈の
創造的活性化に向けて！

大小路界隈『夢』倶楽部

 
 

１．地域づくり・目的

大小路界隈『夢』倶楽部は、平成１４年６月に設立

し、大小路界隈で事業を営む事業者と住民で構成
する会員１４８名が、運営している「まちづくり市民団
体」です。

地域づくりの方針は、由緒ある大小路界隈の歴
史的・文化的資産を継承し、街並みや風土を守り育
て、新しい付加価値を生み出すことによる経済振興
やこのまちを愛する人々にようｒ地域振興、暮らしの
質とまちの魅力を増す文化振興を核とした‘まちづく
り’です。
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２．取り組み内容

◇ 進取と挑戦のまち大小路界隈 （経済の活性化）

「大小路南蛮ガラクタ市」の開催

（平成１６年１０月より毎月・第４日曜日）

開口神社・山之口商店街にて

「夢浪漫本舗」deショップの開店
（平成１７年１２月下旬）

 
 

◇ 優れた街並みのまち大小路界隈 （街並みの保全）

「大小路筋 イルミネーション」の点灯

（平成１４年１２月より毎年・年末年始）

「大小路筋フラワーロード事業」の実施 （平成１７年１２月）

大小路界隈『夢』倶楽部「街並み部会」の〝街並み景観形成事業計画〟の一環事業。

「堺市の魅力づくり」市民事業助成制度に応募・当選して実施する市民参加型共同事業。

堺市「政令指定都市移行」に伴う魅力あるまちづくりを、自分達のまちは自分達で作っていくという
積極的な「まちづくり」参画意識を育み、環境に配慮し調和のとれた、優れた景観形 成を生み出す
ためのきっかけづくりを目的としています
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「大小路シンボルロードの景観形成（案）」説明 （平成１７年５月）

「堺旧港周辺の整備計画（案）」提案
（平成１７年７月） ＜堺旧港の将来ビジョンの骨格＞

◆ 豊かな歴史と整合するビジョンづくり
豊かな歴史をもつ堺市
その歴史と潜在能力を活かしたまちづくりによって、
はじめて堺らしい魅力が生まれます

◆ 海との関係を再強化する
堺は海との関係によって栄えた町
高速道路や工場開発によって弱くなった街と海との
関係性を再強化します

◆ 堺独自の景観をつくる
海と山をもつ堺には特徴的な景観上のポイントとなり
える地点がたくさんあります
そこにあらたな新しい魅力施設を戦略的に配置する
ことで都市間競争に勝ち残る独自性のある都市景観
を構築します

ー魅力あるー都市景観を 堺市民の精神的なシンボル地域として
シンボル性／賑わい性／快適性・環境性／自立性・継続性で！

 
 

◇ 文化を育むまち大小路界隈 （文化の育成）

「夢庵」サロン＆ギャラリー開設 （平成１６年４月）

「開口神社（海会寺）金龍井」復活 （平成１６年１０月）

「幼稚園内での米づくり」 （平成１７年６月）
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◇ 知を集め、知を伝え、知を受け止める大小路界隈 （情報の受発信）

「夢創庫」瓦版の発行
（平成１７年３月）

「夢創庵」ｄｅサロンの開設（平成１７年１２月下旬）

 
 

３．苦労点と達成度等

苦労点：設立以来、多様な取り組みを①活動会員の不足・ 限定化②活動資金の不足に悩みながらも、
会員の献身的奉仕活動により実施している

達成度：どの取り組みも、概ね良好な成果を上げており「南蛮ガラクタ市」や「イルミネーションの点灯は、
広く市民に知られて、継続事業として認知されている

４．効果・反響等

（経済活動の活性化）

・「ガラクタ市」は、毎月の定期開催が定着して、周辺地域の賑わいが少しずつ目に見えてきた

・「夢浪漫本舗」の開店は、‘堺地域の一品’を展示・販売する場として、山之口商店街の空店舗対策
と活性化のためのテストケースになると期待されている

（街並みの保全）

・「イルミネーション」は、年末年始の風物詩として、多くの市民に親しまれている

・「大小路筋 フラワーロード事業」は、大小路筋の景観を形成する事業として、期待されている

・「堺旧港周辺の整備」は、その実現が‘堺の中心’復活・活性化の起爆剤になると注目されている

（文化の育成）

・「夢庵」は、広く市民の文化・芸術を育む地域コミュニティーの場としての役割を果たしている

・「米づくり」は、子供達へ伝統文化の伝承と環境保全に寄与できて、関係者に喜ばれている

（情報の受発信）

・「夢創庫」瓦版は、機関広報誌として最重要ですが、その成果が充分に発揮されていない

・「夢創庵」の開設は、地域コミュニケーション活動の場として、市民が注目し、期待されている
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５．今後の課題等

設立以来、ただひたすら‘大小路界隈の活性化’に向けて多様な活動を行ってきましたが、今後も、

たゆまなく継続して‘市民がつくるまちづくり’活動を進めるには、

まず、活動拠点である事務局の充実をより図り

①活動会員の確保 会員・協力者の拡大、活動意義の確認

②活動内容の精査 事業・行事等の企画と達成目標

③活動資金の確保 収益事業の起業・賛同者の支援拡大と助成

④情報発信の確立 機関誌の定期発行・ホームページ等の充実

等の課題を克服して、地域の地権者・住民の方の合意と広く市民の方々の支援を得られるよう努力
することが、 ‘まちづくり’活動を進め るに必要と思っています

私たちの大小路界隈『夢』倶楽部は、「政令指定都市 堺市」に相応しい‘市民が
つくるまちづくり’を目指しております
それには、かっての歴史と文化の中心地 大小路界隈が復活・活性しなければならな
いと思っています

その先駆けとして「堺旧港周辺の整備」を関係者・関係各機関のご理解とご協力で具
体化して頂けることが、‘煌めく風 堺’大小路界隈の創造的活性化に向けての大きな
力になると願っております

 
 




